
１．技術士（情報工学部門）と情報処理技術者試験等の相互活用について
・情報処理技術者試験のうち、高度試験については、技術士（情報工学部門）で問われる内容と重複が見られることから、高度試験の合格者に
対して、技術士第一次試験専門科目（情報工学部門）を免除する。
ただし、高度試験は、技術士試験（情報工学部門）には含まれない内容があることから、技術士（情報工学部門）取得者に対して、高度試験
を免除することは困難である。

・また、情報処理技術者試験のうち「情報セキュリティスペシャリスト試験」が平成29年度より「情報処理安全確保支援士試験」として実施されること
を受け、情報処理安全確保支援士試験合格者に対しても技術士第一次試験専門科目（情報工学部門）を免除する。

ＩＴパスポート試験

基本情報技術者試験

応用情報技術者試験

高度試験
・ＩＴストラテジスト試験
・システムアーキテクト試験
・プロジェクトマネージャ試験
・ネットワークスペシャリスト試験
・データベーススペシャリスト試験
・エンベデッドシステムスペシャリスト試験
・ＩＴサービスマネージャ試験
・システム監査技術者試験

共通的基礎知識

基本的知識・技能

応用的知識・技能
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情報処理技術者試験

他の国家資格との相互活用について（案）

技術士試験

【情報工学部門 第一次試験】（すべて択一式）
・基礎科目（科学技術全般にわたる基礎知識）

→5つの問題群について6題ずつ出題。各群から3問ずつ選
択して回答。（60分）

・適性科目（技術士等の義務の規定の遵守に関する適正）
→15問出題。全問必須回答。（60分）

・専門科目（技術部門にかかる基礎知識及び専門知識）
→35題出題。うち25問を選択して回答（120分）

【情報工学部門 第二次試験】
○筆記試験

・必須科目（技術部門全般にかかる出題）
・選択科目（受験者が選択した選択科目に関する出題）

○口頭試験※筆記試験合格者

実務経験

４大専門教育程度



２．技術士（経営工学部門）と中小企業診断士の相互活用について
中小企業診断士第一次試験科目のうち、「運営管理（オペレーション・マネジメント）」は、技術士（経営工学部門）で問われる内容と重複が

見られることから、中小企業診断士第2次試験合格者又はこれに相当する者に対して技術士第一次試験専門科目（経営工学部門）を免除す
る。
ただし、 「運営管理（オペレーション・マネジメント）」には、技術士（経営工学部門）には含まれない「店舗・販売管理」に関する内容が含まれる

ことから、技術士（経営工学部門）取得者に対して同科目を免除することは困難である。

【第二次試験】
○筆記試験
中小企業の診断及び助言に関す
る実務事例に関する論述
○口述試験※筆記試験合格者

中小企業診断士試験 技術士試験

【経営工学部門 第一次試験】（すべて択一式）
・基礎科目（科学技術全般にわたる基礎知識）

→5つの問題群について6題ずつ出題。各群から3問ずつ選
択して回答。（60分）

・適性科目（技術士等の義務の規定の遵守に関する適正）
→15問出題。全問必須回答。（60分）

・専門科目（技術部門にかかる基礎知識及び専門知識）
→35題出題。うち25問を選択して回答（120分）

【経営工学部門 第二次試験】
○筆記試験

・必須科目（技術部門全般にかかる出題）
・選択科目（受験者が選択した選択科目に関する出題）

○口頭試験※筆記試験合格者

実務経験

４大専門教育程度

【第一次試験】（すべて択一式）
A  経済学・経済政策（60分）
B 財務・会計（60分）
C 企業経営理論（90分）
D 運営管理（オペレーション・マネジメント）（90分）
E 経営法務（60分）
F 経営情報システム（60分）
G 中小企業経営・中小企業政策（90分）

※A∼D、E∼Gを分けて2日間で実施。
60分の科目は25問、90分の科目は40～45問程度出題。
すべての科目で全問回答。

※平成12年以前に中小企業診断士試験に合格した者は、「工鉱業」での合格者に限る。

【養成課程の修了】
○専門学校
○一般大学
○中小企業大学校OR


